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▼
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に 

 
 
 

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
石
川
県

内
で
最
大
震
度
７
を
記
録
し
、
７
月
１
日
現
在
、

２
，
０
０
０
人
あ
ま
り
の
方
が
避
難
所
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
川
県

内
の
死
者
は
２
８
１
人
、
住
家
の
全
壊
・
半
壊
は

２
４
，
０
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。
葛
飾
区
で
は

被
災
地
支
援
の
た
め
、
保
健
師
、
建
築
士
、
清
掃

職
員
や
清
掃
車
な
ど
を
派
遣
し
、
被
災
自
治
体

と
協
力
し
て
避
難
所
で
の
健
康
管
理
、
建
物
の

被
害
判
定
、
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
、
罹
災
証
明
の

発
行
業
務
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

私
も
、
５
月
初
め
に
石
川
県
輪
島
市
と
内
灘

町
の
被
災
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
（
裏
面
「
活
動

記
録
」
参
照
）。
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
、
大
規
模
な
火
災
、
液
状
化
な
ど
、
首
都
直
下

地
震
で
も
想
定
さ
れ
て
い
る
被
害
を
目
の
当
た

り
に
し
、
区
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
葛

飾
区
の
防
災
対
策
を
よ
り
一
層
前
進
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

被
害
状
況
に
目
を
奪
わ
れ
る
一
方
で
、
比
較

的
新
し
い
建
物
な
ど
の
被
害
は
少
な
く
見
受
け

ら
れ
、
耐
震
性
を
高
め
る
取
り
組
み
や
火
災
の

延
焼
を
防
ぐ
取
り
組
み
、
地
盤
の
液
状
化
対
策

な
ど
が
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
葛
飾
区
が
実
施

し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
今
般
の
地
震
の
教
訓
を
生

か
し
て
、
早
急
に
災
害
へ
の
備
え
を
確
か
な
も

の
と
し
て
い
き
ま
す
。 災

害
は 

い
つ
か
必
ず
起
き
ま
す 

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
確
か
な
も
の
に 

▼
不
寛
容
か
ら
「
多
様
性
の
尊
重
」
へ 

 

私
は
か
ね
て
よ
り
「
多
様
性
」
が
重
要

と
考
え
、
令
和
３
年
に
策
定
し
た
葛
飾
区

基
本
構
想
に
も
、
理
念
の
柱
の
一
つ
に

「
人
権
・
平
和
・
多
様
性
の
尊
重
」
を
掲

げ
ま
し
た
。
分
断
と
不
寛
容
が
進
む
よ
う

に
見
え
る
世
界
に
あ
っ
て
、
意
見
や
価
値

観
が
異
な
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
認
め
合
う

こ
と
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
維
持

発
展
の
礎
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

▼
学
校
現
場
で
新
聞
の
活
用
を 

 
 

多
様
性
を
醸
成
す
る
身
近
な
ツ
ー
ル

に
新
聞
が
あ
り
ま
す
。
新
聞
の
扱
う
記
事

は
政
治
・
経
済
か
ら
文
化
・
芸
能
ま
で
幅

広
く
、
即
時
性
・
一
覧
性
に
も
優
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
事
象
で
も
新
聞
ご
と

に
記
事
の
扱
い
や
主
張
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
複
数
紙
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
異

な
る
意
見
に
触
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
う
し
た
新
聞
の
特
徴
を
生
か

し
「
教
材
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

児
童
・
生
徒
の
新
た
な
興
味
を
発
掘
す
る

と
と
も
に
、
物
事
を
多
面
的
に
捉
え
る
思

考
力
を
育
む
環
境
を
整
備
す
る
た
め
考

案
し
た
の
が
、
区
教
委
が
新
聞
社
と
一
括

契
約
す
る
「
葛
飾
方
式
」
で
す
。 

 

▼
全
国
初
！ 

葛
飾
方
式 

 

こ
れ
に
よ
り
学
校
ご
と
に
販
売
店
と

契
約
・
支
払
い
す
る
な
ど
の
煩
雑
な
事
務

が
簡
略
化
さ
れ
、
各
学
校
で
の
新
聞
購
読

が
飛
躍
的
に
進
み
ま
し
た
。
い
ま
で
は
小

学
校
で
２
紙
、
中
学
校
で
３
紙
を
学
校
に

配
備
し
て
お
り
、
学
校
図
書
館
や
授
業
で

の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
聞
が
身
近

な
も
の
と
な
り
、
児
童
・
生
徒
か
ら
記
事

に
関
係
す
る
質
問
や
話
題
が
増
え
た
と

学
校
司
書
も
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
子
供
た
ち
に
「
生
き
た
学

び
」
の
機
会
を
提
供
し
、
学
校
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

学

校
へ

の

新

聞
配
備

「
葛
飾
方
式
」
拡
大
中
！ 

区内バス交通の充実 ～ 運転手確保など新たなバス事業者支援 ～ 

 

首
都
直
下
地
震
に
お
け
る
葛
飾

区
の
被
害
想
定
で
は
、
建
物
の
倒

壊
よ
り
も
火
災
に
よ
る
被
害
が
大

き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

火
災
の
原
因
の
６
割
が
「
電
気
」
に

よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

有
効
な
対
策
と
し
て
、
地
震
の

揺
れ
を
感
知
し
て
通
電
を
遮
断
す

る
一
括
遮
断
型
「
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
」
の
設
置
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
現
在
７
％
あ
ま
り
の

普
及
率
を
２
５
％
ま
で
高
め
る
た

め
、
今
年
度
は
新
た
に
、
火
災
危
険

度
の
高
い
エ
リ
ア
の
木
造
住
宅
に

対
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
配

付
・
取
付
ま
で
葛
飾
区
が
実
施
し

ま
す
。 

 

対  象 規  模 
  

 

 

約6,500棟 

 
 

都の地震に関する地域危険

度測定調査の⽕災危険度

ランク 3 以上の地域で、集

合住宅を除く⽊造建物（2

階以下）とし、希望する世

帯の方 

 
葛
飾
区
内
の
旧
耐
震
基
準

（
昭
和
５
６
年
５
月
以
前
）
の

住
宅
の
耐
震
化
率
は
、
令
和
４

年
度
時
点
の
推
計
で
９
４
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
助
成
を
充
実

さ
せ
ま
す
。 

ま
た
、
新
耐
震
基
準
（
昭
和
５

６
年
６
月
以
降
）
の
住
宅
で
も
、

耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ
た
平
成

１
２
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ

ー
ン
住
宅
に
対
す
る
耐
震
助
成

も
開
始
し
ま
し
た
。 

対 象 内 容 助成額（限度額） 

旧耐震⽊造住宅 ⼾別訪問（無料） 

耐震診断 

補強設計・耐震改修 

建て替え 

 

20 万円 

200 万円 

200 万円 

グレーゾーン住宅 ⼾別訪問（無料） 

耐震診断 

補強設計・耐震改修 

 

20 万円 

200 万円 

※グレーゾーン住宅の建て替えは対象外 

増 

新 

 

視
察
先
で
は
、
地
盤
の
液
状
化
に
よ
る
沈
下
や
傾
斜
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
葛
飾
区
内
で
も
液
状
化
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
液
状
化
判
定

員
の
無
料
派
遣
や
地
盤
調
査
費
の
助
成
（
３
５
万
円
ま
で
）、
地
盤
改

良
費
の
助
成
（
９
０
万
円
ま
で
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

▼
地
震
時
の
火
災
の
６
割
は
電
気
が
原
因 

 

▼
住
宅
の
耐
震
化
・
地
盤
の
液
状
化
対
策
の
充
実 

▼
こ
こ
１
０
年
で
１
０
系
統
の
新
規
路
線
を
開
設 

葛
飾
区
で
は
、
日
常
生
活
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
バ
ス
社
会
実
験
（
需
要
予
測
の
把
握
な
ど
を

目
的
と
し
た
試
験
運
行
）
な
ど
を
通
じ
て
、
バ
ス
事
業

者
と
協
働
し
て
路
線
の
拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
小
岩
と
細
田
を
結
ぶ
循
環
バ
ス
な
ど

１
０
年
で
１
０
路
線
の
新
規
開
設
（
※
令
和
５
年
に
１
路

線
廃
止
）
が
で
き
ま
し
た
。 

 

▼
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
車
両
の
実
証
運
行 

  

高
齢
化
が
進
む
中
、
生
活

圏
で
の
外
出
支
援
の
取
り

組
み
と
し
て
、
区
の
車
両
で

あ
る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
（
低
速
・
電
動
・

小
型
）
を
利
用
し
て
住
民
自

ら
が
輸
送
運
行
す
る
実
証

運
行
を
東
立
石
地
区
で
行

っ
て
い
ま
す
。 

▼
実
証
運
行
中
の
グ
リ
ス
ロ 

▼
バ
ス
運
転
手
の
人
手
不
足
解
消
に
向
け
て 

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
自
動
車
運
転
業
務
に
も
時
間

外
勤
務
の
上
限
規
制
な
ど
が
適
用
さ
れ
、
運
転
手
の
労

働
条
件
が
向
上
す
る
一
方
で
、
人
手
不
足
に
よ
る
バ
ス

運
行
ダ
イ
ヤ
の
維
持
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

影
響
か
ら
区
内
の
路
線
で
も
減
便
や
休
止
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
葛
飾
区
で
は
２
３
区
で
初
め
て
、

バ
ス
路
線
を
維
持
・
充
実
す
る
た
め
、
運
転
手
の
住
宅

手
当
の
補
助
な
ど
に
よ
り
、
バ
ス
事
業
者
を
支
援
し
ま

す
。 

▼バス事業者支援メニュー 

項 目 内 容 

①住宅⼿当・ 
借上住宅費補助 

区内営業所に勤務する運転
⼿１⼈あたり、⽉額２万円
を補助 

②⼈材募集費 
補助 

求⼈広告掲載や採⽤イベン
ト開催などに要した経費補助 
 

③⼥性運転⼿ 
採⽤強化費補助 

更⾐室や休憩室など⼥性運
転⼿確保につながる環境整
備に要した経費の１／２を
補助 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼ 3.28 協働まちづくり表彰式にて 文化、産業、環境など

様々な分野でご活躍いただいた22団体・グループを表彰 

 
▼ 5.8被災地視察（輪島市）にて 全壊した建物がある一方で、

無傷の建物も多い状況。被害の大小の原因究明が必要と認識 

 
▼ 5.8被災地視察（輪島市）にて 大規模な火災が起きた朝市

の焼跡の様子。未だに瓦礫が残されている状況 

 
▼ 5.8被災地視察（内灘町） 液状化により吹き出す砂や地

盤沈下、傾いた建物が多く見られる状況 

 
▼ 5.10 気候変動シンポジウムにて 中学生が参加する中で気候

変動対策を講演。パネルディスカッションでは今後の対策を討議 

 
▼ 6.3 葛飾区医師会との災害時医療救護活動協定締結 トリ

アージ等新たな状況を踏まえた災害医療推進のため協定を改定 

 

▼ 6.8 京成本線荒川橋梁堤防部夜間水防訓練 周辺より低い

堤防部に大型止水板を連結させ越水を防ぐ訓練を終電後に実施 

 
▼ 6.25 葛飾区薬剤師会との高齢者見守り協定締結 区内薬局の

業務の中で高齢者の異変を発見した際、区に通報する協定を締結 

⻘⽊かつのり「Ｘ」（旧ツイッター） 
 
 
 
 

 

区⺠の⽣活と命を守るために必要な事業を 補正予算でさらに充実させ スピーディに実⾏します 

⻘⽊かつのり活動の記録 Ｘ（旧 Twitter）より 

右の QR コードを読み

取っていただくと、青

木かつのりのＸ（旧ツ

イッター）を閲覧する

ことができます。 

 

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
無
償
化 

 
 
 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
症
法
上
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
と
同
様
の
５
類
に
位
置
付
け
ら
れ
、
予
防
接
種
も
一
部
自
己
負
担

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
と
は
い
え
、
若
年
層
と

比
較
し
高
齢
者
は
重
症
化
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
接
種
を
受
け
た
い
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、 

①
６
５
歳
以
上
の
方 

②
６
０
～
６
４
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
等
が
あ
る
方 

の
接
種
費
用
を
無
料
と
し
ま
す
。
接
種
回
数
は
１
回
、
接
種
期
間
は 

１
０
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
物
価
高
騰
な
ど
に
対
応 

地
域
経
済
を
活
性
化 

 

 

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
追
加
販
売 

 

４
月
に
実
施
し
た
１
２
万
セ
ッ
ト
は
完
売
し
た
た
め
、
追
加
で
１
０

万
セ
ッ
ト
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
２
０
％
＝
１
万
円
で
１
万
２
千
円
分
）

を
追
加
販
売
し
ま
す
。
使
用
期
間
：
１
１
月
～
１
月
末 

②
か
つ
し
か
Ｐ
Ａ
Ｙ
の
増
刷
（
デ
ジ
タ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
） 

 

８
月
か
ら
申
し
込
み
予
定
の
か
つ
し
か
Ｐ
Ａ
Ｙ
を
２
万
セ
ッ
ト
か

ら
４
万
セ
ッ
ト
に
増
刷
し
ま
す
。
使
用
開
始
：
１
０
月
～ 

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元 

 

対
象
店
舗
で
の
買
い
物
で
、
最
大
１
５
％
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
実
施

し
ま
す
。
使
用
期
間
：
１
２
月
～
１
月
末 

◆
住
ま
い
の
防
犯
対
策 

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置
費
を
補
助 

 

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
特
殊
詐
欺
や
強
盗
事
件
が
増
え
て
い

る
中
、
住
ま
い
の
防
犯
対
策
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

【
個
人
住
宅
向
け
】 

申
請
対
象
：
戸
建
て
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
（
世
帯
ご
と
） 

補
助
対
象
：
防
犯
カ
メ
ラ
・
録
画
機
能
付
き
ド
ア
ホ
ン
な
ど 

補
助
額 

：
上
限
４
万
円 

【
共
同
住
宅
向
け
】 

 
 

申
請
対
象
：
共
同
住
宅
所
有
者
・
管
理
組
合
な
ど 

 
 

補
助
対
象
：
駐
輪
場
な
ど
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置 

 
 

補
助
額 

：
上
限
５
０
万
円 
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